むしろ、 私に 「いたわられ ている」 という 印象 を 受け 

はしない かと 思う。 

その 意味に 於て、 私の 作品 はァ マイと いう 批評 も 有 

りうる と 思う が、 これが、 また、 問題の あると ころで、 

作品 人物 をいた わって いる、 いたわる ために いたわる 

のではなくて、 かくいた わる こと 自体、 いたわ リ方自 

体に、 私の 生き方が ある、 私の 思想の 地盤が ある、 そ 

のこと を 先ず 第一 に 気付き、 考えて いた y かねば なら 

ぬ。 

私の 「堕落 論」 とか、 人生 肯定の 態度の 底に は、 こ 

の 「いたわり」 が ひそみ、 そして、 この 「いたわり」 



が徐々 に 変貌し つ、 ある。 もっと 冷酷に 鬼の 目 をむ い 

てみ せる こと は 易しい こと だ。 鬼になる か、 人になる 

か、 そこに も 又、 問題 は あるで あろうし、 私 も 人たら 

ず、 鬼と ならざる を 得ぬ ような 生長 変貌が 行われぬ と 

は 云い きれぬ。 未来の こと は 分らない。 ともかく 私が 

現在 迪リ 得た 思想の 地盤と いう もの は、 私の 自伝 的 作 

品に 於て、 私が 選んで 語らなかった 事実、 その 選び 方 

の 上に あると いう こと を 知って 欲しい。 

そして、 その 知り 方 は、 読者 は 事実 的に それ を 知る 

こと は 出来ない ので あるから、 逆に、 書かれて いる こ 

との 事実 を、 事実と して、 V なしに、 作者の 思想の 息吹 



を 通して 読みと つて 欲しい。 

丹 羽 文 雄 君が 「二十 七」 を不 マジ メな 私小説 だと 云 

い、 あのよう に 他人の スキャンダル を 露出して はいか 

ぬ、 と 述べて いる ことが、 まったく 的 はずれで ある こ 

と、 以上、 のべた ところで 判って いた y ける と 思う。 

あの 作 中、 た > 一 人、 W という 人 だけが 仮名で 出て 

くる。 丹 羽 君 は、 なぜ W だけ 仮名に した か、 仮名に す 

る 意味がない ではない か、 という。 

自伝と か 私小説と いえば、 事実 を 主体に した ものと 

思う ことし か 知らぬ から、 そういう 批評が 出て くるの 

だが、 あの W は、 どうしても 仮名で なければ ならない 



ので ある。 

なぜなら、 あの 作 中の 諸事 実は、 すべて 私の 一 つの 

角度、 一 つの 思想に よって、 選ばれ、 構成され ている 

の だが、 W の 場合 だけ は、 構成 を 外れた 事実であって、 

これに 就ての み、 作者 は 選択 や 構成が できず、 つまり、 

いたわる とこ ろが ミジ ン とい えど も 無 いので ある。 だ 

から W 氏に 限って、 どうしても、 仮名で しか 書く こと 

が 出来ない ので ある。 

なぜ、 W だけが 仮名で あるか、 こういう ところに 私 

の 文学 を 読み 解く 鍵が 秘めら れ ている ので あるのに、 

丹 羽 君の 如く、 W だけ 仮名に すると は 言語道断、 なぜ 
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